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設計⽅針 

新庁舎は、市⺠が利⽤しやすく、簡素で機能性と経済性に優れ、総合的な防災・災害復旧の拠点と
なる機能を備えるとともに、時代の変化に柔軟に対応できる庁舎とします。 

 

⾼い市⺠サービスを実現する庁舎 
・市⺠サービス課をはじめとし、税務、福祉、⾼齢介護、国保、保育幼稚園など市⺠利⽤頻度の⾼

い部署を1 階に近接配置します。 
・執務室の窓⼝カウンターは、待合スペースを中⼼に対⾯型配置とし、複数窓⼝を利⽤する⽅の移

動を極⼒短くするなど、市⺠の利便性に配慮した窓⼝配置とします。 
・窓⼝カウンターには、⼤きな⽂字や配⾊で遠くからでも認識できるような、分かりやすい衝⽴や

天吊りの窓⼝サインを設けます。 
・窓⼝利⽤者のプライバシーに配慮し、窓⼝カウンターに間仕切りを設けるほか、各階には相談室

を配置します。 
・1 階には休憩スペースや市⺠ギャラリーとしての利⽤や、臨時的な窓⼝開設に対応できる多⽬的

スペースを設けるほか、4 階にも議会傍聴ロビーを兼ねた休憩スペースや展望などもできる屋外
テラスを設けます。 

 
簡素で経済性に優れ変化に対応可能な庁舎 

・新庁舎は、各階平⾯が⻑⽅形となる階層を 4 階まで積み上げた建物とし、外観も豪雪地である地
域特性を踏まえた凸凹の少ない外壁の採⽤など、シンプルで無駄がなく効率的な建物形状とします。 

・執務室は、間仕切りのないオープンフロアとし、将来の組織変更などにも柔軟に対応できるユニ
バーサルレイアウトを導⼊し、ＯＡフロアを採⽤します。 

・最新 ICT 技術を⽤いた様々な⾏政需要にも柔軟に対応できる情報ネットワークのほか、市⺠向け
の無料Wi-Fi を整備します。 

・機械・電気設備は、イニシャルコスト（⼯事費）とランニングコスト（維持管理費）のバランス
を考慮し、管理や運営がしやすい設備システムを導⼊するとともに、⻑寿命・⾼効率型の機器を採
⽤し、メンテナンス、機器更新時の負担を少なくします。 

 
市⺠の安全安⼼を守る拠点となる庁舎 

・災害時の迅速な対応や連携を図るため、特別職、防災対策室、指揮系統の中枢となる災害対策本
部室及び災害対策本部会議室を3 階に集約配置します。 

・災害時に使⽤する防災資機材や各種物資などを備蓄する倉庫を敷地内に整備します。 
・耐震性を確保するため、耐震安全性の性能をⅠ類（構造体︓重要度係数1.5）、A 類（建築⾮構造

部材）、甲類（建築設備）、構造形式は「耐震構造」とします。 
・サーバー室に免震設備を設けるほか、機器の転倒・落下防⽌を図ります。 

・浸⽔対策として、サーバー室は3 階、電気室は4 階に配置し、地階に配置する機械室は万全な防
⽔を⾏います。 

・ライフラインがストップしても、防災庁舎として機能するために、7 ⽇間の⾃⽴稼働を可能とす
る⾮常⽤発電設備や給排⽔設備等を設置します。災害時に窓⼝などの業務を継続するため、エネ
ルギー及び熱源の多重化を図ります。 

 【7 ⽇間の⾃⽴稼働を可能とする設備】 
電気設備 ⾮常⽤発電機450kVA・燃料備蓄量10kL 
給⽔設備 飲料⽔⽤受⽔槽7.1 ㎥、雑⽤⽔槽53.1 ㎥ 
排⽔設備 ⾮常⽤排⽔槽60.2 ㎥ 
空調設備（重要諸室⽤） 液化⽯油ガス980kg 

 
地域特性を活かす環境配慮型の庁舎 

・活⽤可能な⾃然エネルギーを利⽤するため、温度変化の少ない地中にパイプ（アースチューブ）
を埋設し、地中熱を空調機へ接続し、空調負荷の軽減を図るほか、太陽光発電システム10Kw を
設置します。 

・外断熱⼯法、⾼断熱ガラスなどを採⽤し、エネルギーロスを抑えます。 
・新庁舎敷地の周辺は、⻄側に遊歩道、南側に東⼭公園、南⻄側に岩⾒沢神社があり、公園や緑地

が多く、緑豊かな周辺環境との調和を図るため、新庁舎の前庭は、現緑地を有効活⽤しながら緑
地スペースを整備します。 

 
誰もが利⽤しやすい庁舎 

・来庁者の動線、安全性、バリアフリーに⼗分配慮し、誰もが利⽤しやすいユニバーサルデザイン
を採⽤します。 

・⾝障者⽤駐⾞場を来庁者出⼊⼝に3 台分、近接して設置します 
・⾞いす対応のエレベーターを3 基設置し、そのうち1 基はストレッチャーにも対応できるものを

設置します。 
・1 階にキッズスペースや授乳室、各階にはオストメイト対応や⾞いす利⽤者などが利⽤しやすい

多機能トイレを設けます。 
・バリアフリー法に基づく「建築物移動等円滑化誘導基準」を満たす公共施設の整備基準認定を取

得します。 
・来庁者が⽬的とする窓⼝・執務室などに迷わず到達できるように、1 階に総合案内板、各階のエ

レベーターホールにフロア案内板を設置します。 
・⾞いす利⽤者、⾼齢者・⼦どもに⾒やすい案内表⽰、表⽰⾼さ、⽂字サイズとし、⽇本語以外に

英語を併記します。 
・⾔語にかかわらず絵で理解できるピクトグラム（絵⽂字）を採⽤します。 
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イメージ図 

 

⿃瞰図（南⻄⾯） 

⿃瞰図（南東⾯）

⿃瞰図（北⻄⾯） 

外観図（北⻄⾯） 
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イメージ図 

 

外観図（南東⾯） 

内観図（1 階待合スペース）

内観図（エントランスホール） 

内観図（議場） 


